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地域共生社会の実現を目指して、市町村ごとに「相談支援」
「参加支援」「地域支援」の機能を重層的に整える新制度がス
タートします。
この制度改正を担当されている、厚生労働省地域福祉課の國
信課長補佐（上田市出身）にお聞きしました。
（令和２年度社会福祉協議会トップセミナー、令和３年１月14日オンライン開催から）

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

令和３年４月、社会福祉法の改正により

重層的支援体制整備事業が
スタートします。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
社
会
福
祉
法
の

改
正
を
担
当

私
は
、
上
田
市
出
身
で
、長
野
西
高
等
学
校

で
学
び
ま
し
た
。
両
親
は
、現
在
も
上
田
市
内

の
障
が
い
者
支
援
の
現
場
で
働
い
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
が
福
祉
に
か
か
わ
る
最
初
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
そ
し
て
今
回
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
社
会
福
祉
法
の
改
正
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
は
、
福
祉
の
対
人

支
援
の
在
り
方
に
も
踏
み
込
ん
で
お
り
、
専
門

職
の
本
来
の
専
門
性
の
捉
え
方
な
ど
、私
個
人

の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
少
し
反
映
で
き
た
か

な
と
い
う
点
で
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

20
年
先
の
社
会
と
福
祉
の

あ
り
方
を
見
据
え
て

国
全
体
が
今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
人
口
減
少
の
中
で
つ
な
が

り
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
加
え

て
、
一
人
ひ
と
り
の
世
帯
の
構
成
や
個
人
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
伴
い
、
世
帯

構
成
の
変
化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
と
な
り
、
個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
課
題
が

複
雑
・
複
合
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
日
本
社
会
の
変
化
や
一
人
ひ
と
り
の
人

生
、
暮
ら
し
の
変
化
を
捉
え
た
と
き
に
、
今

の
日
本
の
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
の
制
度
で

こ
の
よ
う
な
多
様
化
を
受
け
と
め
ら
れ
る

体
制
や
制
度
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
ま
ず
も
っ
て
の
問
題
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
福
祉
制
度
は
特
定
の
属
性
を
対

象
と
し
て
、マ
イ
ナ
ス
な
状
態
か
ら
ゼ
ロ
に
引

き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
経
緯
の
中
で
縦
割
り

の
関
係
性
で
区
切
ら
れ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る

と
い
う
福
祉
の
状
態
に
問
題
意
識
を
持
ち
、

「
縦
割
り
」
を
超
え
て
い
く
、
そ
し
て
一
方
的

に
「
支
え
ら
れ
る
側
」「
支
え
る
側
」
と
い
う

援
助
の
中
で
の
固
定
的
な
関
係
性
を
超
え
て

い
こ
う
と
い
う
の
が
、
地
域
共
生
社
会
の
一
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

制
度
改
正
に
ト
ラ
イ
し
て
き
ま
し
た
。

地域共生社会とは
◆制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様

な主体が『我が事』として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸ごと』つながることで、
住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

支え・支えられる関係の循環
～誰もが役割と生きがいを持つ社会の醸成～

すべての人の生活の基盤としての地域

◇居場所づくり
◇社会とのつながり
◇多様性を尊重し包摂
　する地域文化

◇生きがいづくり
◇安心感ある暮らし
◇健康づくり、介護予防
◇ワークライフバランス

◇社会経済の担い手輩出
◇地域資源の有効活用、 
　雇用創出等による経済
　価値の創出

地域における人と資源の循環
～地域社会の持続的発展の実現～

◇就労や社会参加の場や
　機会の提供
◇多様な主体による、 暮
　らしへの支援への参画

すべての社会・経済活動の基盤としての地域
農林 環境 作業 交通

重層的支援体制整備事業（R3.４～）

包括的な相談支援の体制

住民同士の顔の見える関係性の育成支援

Ⅰ 相談支援

Ⅲ 地域づくりに向けた支援

Ⅱ 参加支援

継続的な伴走支援 多機関協働による支援 を実施
Ⅰ～Ⅲを通じ

新たな
参加の場が生まれ、
地域の活動が
活性化

・世代や属性を超えて交流できる場や居場所の確保
・多分野のプラットフォーム形成など、交流・参加・学びの機会のコーディネート

生活困窮者の就労体験に、経済的な困窮状態に
ないひきこもり状態の者を受け入れる 等

・既存の取組で対応できる場合は、
既存の取組を活用
・既存の取組では対応できない
狭間のニーズにも対応
（既存の地域資源の活用方法の拡充）

狭間の
ニーズへの
対応の具体例

就労支援 見守り等居住支援

・属性や世代を問わない相談の受け止め
・多機関の協働をコーディネート
・アウトリーチも実施

厚生労働省地域福祉課 國信綾希課長補佐
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日
本
社
会
や
個
人
の
暮
ら
し
の
変
化
に
、制

度
が
合
致
し
て
い
な
い
、
ズ
レ
て
き
て
し
ま
っ

て
い
る
。こ
の
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
変
え
て
い

く
か
と
い
う
と
、
や
は
り
制
度
を
地
域
の
現

状
、日
本
の
現
状
に
合
わ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。属
性
ご
と
で
は
な
く
て
、「
人
」を

中
心
と
し
た
制
度
に
変
え
て
い
く
こ
と
、さ
ら

に
人
口
減
少
が
特
に
町
村
部
か
ら
進
む
中
で
、

地
域
資
源
の
あ
り
方
も
都
会
の
よ
う
に
潤
沢
で

は
な
い
、で
も
自
然
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
か
、

顔
の
見
え
る
関
係
性
は
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、

地
域
ご
と
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。

世
帯
支
援
、
地
域
支
援
を

重
視
し
た
新
事
業
を
創
設

こ
の
こ
と
を
基
に
作
ら
れ
た
の
が
今
回
の
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
で
す
。こ
れ
ま
で
の

福
祉
制
度
は
、
高
齢
や
障
が
い
な
ど
対
象
者

を
限
定
し
た
リ
ス
ク
に
対
し
て
狙
い
撃
ち
と

い
う
形
で
課
題
解
決
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。一

方
、
本
人
に
ま
だ
困
り
感
が
な
い
よ
う
な
状
態

の
方
に
対
し
て
、つ
な
が
り
続
け
る
と
い
う
こ

と
を
中
心
に
据
え
た
支
援
の
観
点
も
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
き
づ
ら
さ
の
背
景

が
明
ら
か
で
な
い
場
合
や
、８
０
５
０
の
５
０

の
方
に
早
期
に
つ
な
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

課
題
解
決
を
一
直
線
に
目
指
す
の
で
は
な
く
、

つ
な
が
り
続
け
て
い
ず
れ
そ
の
方
の
状
態
や
世

帯
構
成
が
変
化
し
て
、な
に
か
困
り
感
を
感
じ

た
と
き
に
さ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
う
い
っ
た
関
わ
り
が
重
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
両
者
が
機
能
す
る
こ
と
で
ご
本

人
の
尊
厳
、世
帯
の
尊
厳
が
保
た
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
支
援
者
と
本
人
と
の
関
係
性
が
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、「
つ
な
が
り
そ
の
も
の

も
支
援
な
の
だ
」
と
い
う
観
点
は
、
課
題
解
決

の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
専
門
職
の
バ
ー
ン

ア
ウ
ト
も
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
個
別
の
課
題
か
ら
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
を
面
と
し
て
捉
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
伴
走
型
支
援
と
い
う
の
は

人
を
中
心
と
し
た
対
人
支
援
の
あ
り
方
と
し

て
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
や
日
々
の
暮
ら
し
を
捉
え
る
と
、
地
域

住
民
同
士
が
気
に
か
け
合
い
ケ
ア
し
合
う
関

係
性
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
の

事
業
化
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
対
人
支
援
が

地
域
の
中
で
豊
か
な
つ
な
が
り
を
作
り
出
し
て

い
く
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
対
し
て
国
が
支
援

を
す
る
。一
方
、
地
域
は
つ
な
が
り
が
強
固
に

な
っ
て
く
る
と
排
除
の
性
質
を
持
つ
傾
向
が
あ

る
の
で
、
地
域
や
支
援
か
ら
孤
立
を
し
て
く
る

人
に
対
し
て
は
、
先
ほ
ど
お
話
し
た
専
門
職
の

伴
走
型
支
援
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
、
そ
し
て
地

域
住
民
同
士
の
関
係
性
の
中
に
つ
な
ぎ
戻
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
れ
を
繰
り

返
す
こ
と
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
充
実
し
、

包
摂
す
る
地
域
社
会
に
つ
な
が
る
、こ
れ
が
イ

コ
ー
ル
地
域
共
生
、
共
に
生
き
る
地
域
づ
く
り

だ
と
思
い
ま
す
。

財
源
レ
ベ
ル
で
制
度
の

縦
割
り
を
改
善

こ
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
特

徴
は
、
一
体
的
な
事
業
を
作
る
た
め
に
お
金

を
混
ぜ
て
い
る
点
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
こ

う
し
た
事
業
に
介
護
保
険
料
を
入
れ
た
り
、

目
的
を
特
定
す
る
税
財
源
を
入
れ
た
り
す

る
と
、
会
計
検
査
院
か
ら
の
指
摘
で
、
取
組

が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
国
の
方
で
み
ん
な
で
連
携
し
て
い
こ
う

と
進
め
て
い
る
の
に
、
連
携
体
制
は
組
み
づ

ら
い
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
非

常
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、
お
金
を
混
ぜ

る
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の

事
業
全
体
に
対
し
て
介
護
、
障
が
い
、
子
ど

も
、
生
活
困
窮
の
各
制
度
か
ら
出
て
い
た
財

源
を
混
ぜ
て
、
新
た
な
交
付
金
化
（
法
律
明

記
）
を
し
、
希
望
す
る
自
治
体
に
お
金
を
流

し
て
い
く
。
精
算
の
段
階
で
経
理
を
区
分
し

て
精
算
す
る
必
要
が
無
い
の
で
、
計
画
の
段

階
か
ら
縦
割
り
の
体
制
を
解
除
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
を
目
指
す

大
き
な
う
ね
り
を
！

血
縁
、
地
縁
、
社
縁
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で

福
祉
制
度
が
前
提
と
し
て
き
た
共
同
体
機

能
の
低
下
や
、
個
人
が
選
択
す
る
人
生
や
暮

ら
し
の
あ
り
方
の
多
様
化
に
よ
り
、
課
題
の

複
合
化
や
複
雑
化
が
進
む
中
で
、
制
度
側

で
考
え
て
い
た
個
人
の
あ
り
方
、
地
域
の
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
属

性
で
区
切
る
の
で
は
な
く
、
包
括
的
に
み
ん

な
で
受
け
止
め
て
い
く
、
そ
し
て
、
チ
ー
ム

支
援
に
よ
っ
て
そ
の
方
の
あ
り
た
い
暮
ら
し

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域

の
資
源
や
支
援
力
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
の
で
、

国
が
特
定
の
形
を
示
す
の
で
は
な
く
、
今
回

の
制
度
改
正
の
よ
う
に
国
も
一
緒
に
考
え
な

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
望
む
社
会
参
加
を
叶

え
、
共
に
暮
ら
す
地
域
を
作
る
、
つ
な
が
り

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
う
ね
り
と

な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

機能 既存制度の対象事業等

第１号
イ
相談支援

【介護】地域包括支援センターの運営
ロ 【障害】障害者相談支援事業
ハ 【子ども】利用者支援事業
ニ 【困窮】自立相談支援事業

第２号
参加支援
社会とのつながりを回復するため、既存の取
組では対応できない狭間のニーズについて、
就労支援や見守り等居住支援などを提供

第３号
イ
地域づくりに向けた支援

【介護】一般介護予防事業のうち厚生労
働大臣が定めるもの（※通いの場を想定）

ロ 【介護】生活支援体制整備事業
ハ 【障害】地域活動支援センター事業
ニ 【子ども】地域子育て支援拠点事業

第４号 アウトリーチ等を通じた継続的支援事業
訪問等により継続的に繋がり続ける機能

第５号 多機関協働
世帯を取り巻く支援関係者全体を調整する機能

第６号 支援プランの作成（※）
（注）生活困窮者の共助の基盤づくり事業は、第３号柱書に含まれる。　（※）支援プランの作成は、多機関協働と一体的に実施。

○重層的支援体制整備事業の内容
①新事業の３つの支援について、第１号から第３号に規定。
②３つの支援を支えるものとして、アウトリーチ等を通じた継続的支援、多機関協働、支援プランの作
成を４号から第６号に規定。市町村の中でこれらを一体的に実施。

重層的支援体制整備事業について（社会福祉法第 106条の４第２項）

新

新

新
新
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信
州
ふ
っ
こ
ろ

プ
ラ
ン

ｖｏ
ｌ
．❼  

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

長
野
県
地
域

福
祉
活
動
計
画

進
め
！

世
帯
を
単
位
と
し
た
伴
走
支
援
の
充
実

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
施
行
さ
れ
る
改
正
社
会
福
祉

法
に
基
づ
く
国
の
新
た
な
施
策
を
積
極

的
に
受
け
止
め
、
多
様
な
支
援
関
係
機
関

と
協
働
し
な
が
ら
、
市
町
村
ご
と
に
、
切

れ
目
の
な
い
包
括
的
支
援
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

　
福
祉
課
題
が
複
雑
化
す
る
な
か
で
、
幅

広
く
相
談
を
受
け
止
め
る
「
断
ら
な
い
」

相
談
支
援
と
相
談
者
個
人
だ
け
で
な
く

「ともに創る」を実践する

断らない相談支援 多機関協働

切れ目のない包括的支援体制

◎福祉各分野の協働の中核
として、相談支援包括化
推進員の設置推進

◎包括的支援体制づくりを
目指す、広域・県域での
連携、不足する社会資源
の創出

◎各分野におけるソーシャル
ワーク機能の強化のため
の連携や研修体制の整備

 

まいさぽ
地域包括支援センター

障がい者総合支援センター

相談支援機関

属性や世代を
問わない相談

専門職による
伴走支援

関係

 

 

雇用
就労関係

家計支援
関係

障がい
関係 多文化共生

関係

住まい
関係

保健

まいさぽ
司法
関係

教育
関係

医療
関係

児童
関係

相談支援包括化推進員域
村
町
市

域
県
・
域
広

高齢
関係

Ⅱ

◉断らない相談支援と多様で継続的な伴走支援による、包括的な
　支援体制づくりを推進します

④ 断らない相談支援に向けた包括的支援体制づくり

■ 取組イメージ

りんご通信
令和元年東日本台風災害 復興の取組

被災者見守り訪問の実施（佐久市）
佐久市社会福祉協議会では、災害ボランティアを派遣したお宅に対して

「見守り訪問」を継続的に行っています。
令和2年2月に実施した1回目の訪問では、災害直後に支えてもらったボ

ランティアに対する感謝の声が多く聞かれました。6月に行った2回目の訪
問では、雨の時期を迎えて「怖い」という不安や、コロナ禍で外出ができず
人と話ができないという声が聞かれていました。

今回、3回目を12月からにしたのは、雨と同様に過去には雪も災
害になっていることや、コロナ禍が長期化していることがあります。
また、これまでの訪問を通して、精神的に落ち込んでいる方や悩み
を抱える方、再建の目処が立っていない方のその後の状況や様子
も確認したいと考えました。

継続した訪問活動を通して、住民の方との信頼関係や距離感が
近くなり、家族の話や仕事の話、健康面なども具体的に話してもら
えるようになりました。「やっと落ち着いてきた」「被災したことを
忘れられていない」「また何かあったらお願い」そんな言葉もかけ
てもらえます。今後もこの関係性を大切にして「見守り訪問」を継
続していきたいです。

タブレットを利用し訪問履歴を「災害福祉カンタンマップ」（福祉だより
信州No.780 りんご通信参照）に入力、情報の整理と電子マップとの
連動にチャレンジ。

長野復興ちゃんねるにて
被災地から情報を発信中
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県社協情報局

 介護サービス事業所の情報を掲載し、
皆様の事業所・施設選びを支援しています！

「介護サービス情報の公表制度」は、介護保険
制度の基本理念である「利用者本位」「自立支
援」「利用者による選択（自己決定）」を実現する
ため、介護保険法第115条の35の規定により実施
するものです。

実施主体は都道府県となっており、公表計画の
対象となる事業所に報告を依頼し、利用者が介
護サービスや事業所・施設を比較・検討して適切
に選ぶための情報を「介護サービス情報公表シス
テム」（厚生労働省）により提供しています。

長野県では、社会福祉法人長野県社会福祉協
議会を「長野県介護サービス情報指定情報公表
センター」として指定し、調査を実施しています。

介護サービス情報公表システムでは、介護サービス事業所の情報に加え、地域包括支援センターや認知症に関
する相談窓口等も検索することができます。ぜひご活用ください。

厚生労働省
介護サービス情報公表システム
https://www.kaigokensaku.mhlw.
go.jp/20/index.php

長野県介護サービス情報指定情報公表センター
（社会福祉法人長野県社会福祉協議会）
TEL：026-226-2000　FAX：026-227-0137
E-Mail：kaigo@nsyakyo.or.jp

介護サービス情報公表システム（インターネット上）

長野県

報告内容
・基本情報…法人・事業所の名称や所在地、連絡先、従業者情報、サービス内容、

利用料 等
・運営情報…事業所を運営するうえでの取組、外部機関との連携、従業者の

研修 等（※新規指定事業所は報告対象外）
・事業所の特色…事業所が任意で報告・公表する情報

（サービスに関する自由記述や事業所の写真 等）

介護サービス事業所

指定、介護サービス
事業所情報共有

調査結果報告

システム上で
調査票を提出

令和2年度
報告依頼数：3,855件
（令和2年12月末現在）

長野県介護サービス情報
指定情報公表センター

（社会福祉法人長野県社会福祉協議会）
提出された調査票を受理し、

調査後公表します。

報
告
依
頼

利用者
システム上に公表
されている情報を

検索・閲覧できます。

出典：「介護サービス情報公表システム」（厚生労働省）
（https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/）
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長野県最北端に位置する栄村。村内に
は31の集落があります。中でも比較的小さな小滝集落は千曲川沿
いのブナ林と田んぼに囲まれている、自然豊かな地域です。
突然の被災

2011年3月12日早朝、栄村で震度６強の地震が発生、小滝集落は
孤立しました。避難所は人でごった返し、水やトイレの使用ができず
生活に困りました。避難指示が解除され、半分の人が自宅に戻るこ
とができ、今後の復旧について集落内で話し合いを重ねていきました。そして2年後、集落全員の想いを
込めた「300年後へ小滝を引き継ぐ」というビジョンをつくりました。
なぜ300年後なのか

300年前、小滝には水が不足し、住民が村を出ていきました。その後、水路をつくり、水を引くことで集
落に戻り、稲作を続ける、という歴史があったのです。今回の災害も同じ窮地であり、今度は300年後も
続く集落づくりをしようと決意し、復旧・復興を目指しました。
300年後の小滝へ向けて

最終的に小滝へ戻った住民は13世帯30人ほど、最後の住民が戻ってきたのが翌年11月。1年9か月
の時間がかかりました。12月1日は「復興の日」とし、毎年お茶会を開き1年の歩みを振り返り、小滝への

「想い」を出してもらう日となっているそうです。
さらに、小滝震災復興計画を策定、復興には住民の力だけでは難しく、全国から多くの支援を受けな

がら活動をしました。
小滝震災復興計画３本柱
①あきらめない、暮らしやすい環境整備
②地域資源の見直しと活用
③集落外の人 と々の交流活動

〇公民館の再生
「公民館を再生し、みんなが集う行事を行う」ことを目標とし、住
民とボランティアの手で公民館を再生し、たけのこ汁会、お祭り、

新年会（1/1住民全員が公
民館に集まる）など行ってきました。また、暮らしの文化を残すための文
化財の保護も大切にしました。

〇稲作の継続
300年前と同様、稲作によって集落が一つになるために田んぼの復
旧へ取り組みました。そして「小滝米をブランド化し販売していこう」と
各地を売り歩き、今ではひとつの企業と連携して希少なコシヒカリ「コタ
キホワイト」として販売されています。
人とのつながり、地域の文化・歴史を大切にしながら、小滝の300年
後へ向けた活動は今後も続きます。

小滝集落の様々な活動
•古道ウォーク
•震災体験記録集作成
•小滝の夜学（お酒を飲みながら語り合う）
•交流からの商品開発
•屋号を大切に（震災で被災した樹木を材料として屋号の看板を作成）
•交流拠点づくり

•人づくり
•伝統工芸づくりを学ぶ
•法人設立：合同会社「小滝プラス」全戸社員。
全員が賛同できる。同じ方向を向ける（住民全てに存在感、役割がある）
•移住者の受け入れ
•集落を知る、集落を積極的に関わる

小滝の交流所に残る昔ながらの道具、現在は作れる人
もいないそうです

屋号が書かれた地図

住民やボランティアの力で再建をした小滝公民館

活動の紹介

300年続く小滝を目指して
～小滝震災復興計画～
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

福祉の現場で活躍する
ヒーローたちをご紹介します。

ン
バ
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し
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あ
る
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と
は
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に
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と
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。

今
日
は
三
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さ
ん
の
熱
い
想
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を
初
め
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く
こ
と

が
で
き
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ま
た
好
き
に
な
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ま
し
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笑
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三
石　
立
地
的
に
も
山
梨
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と
の
県
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で
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客
も

多
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い
ら
っ
し
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り
、地
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目
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会
の
商
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な
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南
牧
村
の
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の
を
販
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し
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い
き
ま
す
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こ
の
ご
縁
を
き
っ
か
け
に
、今
で
は
清
掃
業
務
を
す

み
れ
会
に
お
願
い
す
る
な
ど
地
域
に
と
っ
て
も
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ツ
レ

ン
に
と
っ
て
も
す
み
れ
会
は
地
域
に
欠
か
せ
な
い
存
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と
な
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て
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
育
て
て
く
れ
た
農
畜
産
物
直

販
売
所
な
の
で
、こ
れ
か
ら
も
村
の
大
切
な
場
と
し

て
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

本
号
の
表
紙
は
、今
年
の
干
支「
丑
」に
ち
な
ん
で
、

南
佐
久
郡
南
牧
村
の
野
辺
山
高
原
を
走
る
国

道
１
４
１
号
線
沿
い「
ポ
ッ
ポ
牛
乳
」で
知
ら
れ
る
ヤ
ツ
レ
ン

の
牛
乳
工
場
の
隣「
南
牧
村
農
畜
産
物
直
売
所
」に
あ

る
牛
の
牧
草
ロ
ー
ル
像
と
地
元
障
が
い
者
福
祉
施
設「
す

み
れ
会
共
同
作
業
所
」の
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
で
す
。

　

ヤ
ツ
レ
ン
が
運
営
す
る
農
畜
産
物
直
売
所
で
は
、ヤ
ツ

レ
ン
で
販
売
す
る
乳
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や
地
元
野
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と
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緒
に
す
み
れ

会
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バ
ー
が
作
成
し
た
手
芸
品
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な
ど
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さ
れ
て
い
ま
す
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と
す
み
れ
会
の
つ
な
が
り
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牧
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の
想
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務
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締
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博
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さ
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す
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れ
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ま
し
た
。

三
石　
今
年
で
５
年
目
の
農
畜
産
物
直
販
売
所
で
す

が
、当
初
か
ら「
地
元
の
商
品
を
置
く
」と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
、す
み
れ
会
の
商
品
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せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
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産
物
を
中
心
に
す
る
と
、冬
場
の
商
品

が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、手
芸
品
な
ど
が
あ
る
と
年

間
を
通
じ
て
店
内
も
色
と
り
ど
り
。す
み
れ
会
で
作

成
し
た
手
づ
く
り
の
布
ぞ
う
り
は
、以
前
に
テ
レ
ビ
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、爆
発
的
に
売
れ
ま
し
た
。農
閑

期
は
、農
家
の
皆
さ
ん
も
す
み
れ
会
の
商
品
を
真
似
し

て
手
芸
品
な
ど
を
つ
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

横
森　
商
品
を
置
い
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
、す
み

れ
会
が
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
も
結
構
売
れ
る
と
メ

ウェブサイト“ひとりひとりが社会福祉HERO‘S”から引用しています。
http://www.shafuku-heros.com/

webでも
ご覧になれます

すみれ会の商品を紹介してくださる三石さん。
陳列されているのは売れ筋の「花豆」。

（左）特定非営利活動法人すみれ会共同作業所
施設長　横森慎吾さん

（右）株式会社ヤツレン専務取締役の三石博之さん

ヤツレンが運営する南牧村農畜産物直販売所。
人と情報が行き交う村のアンテナショップ。

一躍人気商品となったすみれ会の布ぞうり。

ひとつひとつ丁寧に作っているからこそ愛さ
れる商品です。

▲
株
式
会
社
ヤ
ツ
レ
ン
Ｈ
Ｐ

▲
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
み
れ
会
共
同
作
業
所
Ｈ
Ｐ

『墨書』　

作者：M（ペンネーム） 41歳男性　長野市在住

墨遊びのアートワークに参加してきたМさんと、
いろいろおしゃべりしていると、自分の心の病に

ついて話をしてくれた。普段不安になったりいろいろ考えすぎてしまったりで心が揺れ動いているそ
うだ。ご家族と暮らしているが、なかなか自分の悩みや病気については理解してもらえず、もっと頑
張れと言われるのがつらいと言う。それでもお母さんとの楽しかった思い出などを聞いていくと、幼
き頃お母さんのまたぐらに抱っこされ、ご飯を食べさせてもらった風景を思い出し、あの時のたまご
かけごはんがおいしかったなあ、と話してくれた。『あの』にはその時の風景やぬくもりが込められ
ている。

（ながのアートミーティング　取材）
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